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久万高原町﹁くままち ひなまつり﹂

　

久
万
高
原
町
で
は
、
₁
₃
，0
0
0
体
の
ひ
な
人
形
が
商
店
街
に
飾
ら
れ
る
「
く
ま
ま

ち 

ひ
な
ま
つ
り
」
を
久
万
町
商
店
街
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
全
長
8
8
0
メ
ー
ト
ル
の
商

店
街
の
店
舗
や
軒
先
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
ひ
な
人
形
が
飾
り
付
け
さ
れ
、
メ
イ
ン
会
場
と
な

る
「
あ
け
ぼ
の
座
」
に
は
、高
さ
₃
．₅
メ
ー
ト
ル
の
大
型
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

一
足
早
い
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
「
く
ま
ま
ち
ひ
な
ま
つ
り
」
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦時期／毎年2月下旬～4月下旬　◦場所／久万町商店街



　平成28年₁月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 82 号　（2）　

　愛媛県市長会と愛媛県町村会は、１月25日㈪から26日㈫にかけて、県内３ブロックで「平成28年度地

方財政対策等に関する研修会」を開催しました。

　愛媛県市長会と町村会は、１月25日から26日にかけて「平成28年度地方財政対策等に関する研修会」県内
₃カ所で開催した。
　研修会の目的は、今日の厳しい財政状況の中、地方は地方創生に取り組みつつ、安定的に財政運営を行う
ことが求められており、こうした状況の中で、平成28年度地方財政対策の概要や市町が直面する課題につい
て理解を深めるために開催したもの。
　講師は、関西学院大学大学院経済学研究科・人間福祉学部教授の小西砂千夫先生。平成28年度の地方財政
対策全般について、数量的分析を加えながら鋭く解説。市町の担当者にとって実に有意義なお話しをいただ
いた。　
　各市町からは65名の参加。残念ながら折からの激しい降雪により、初日の１月25日午前の南予ブロックは、
中止を余儀なくされた。

地方財政対策等に関する研修会を開催
1/25・26　愛媛県市長会・愛媛県町村会

【研修テーマ】
１　平成28年度地方財政対策をめぐる数量的分析
２　平成28年度地方財政対策の概要
３　経済・財政一体改革の具体化・加速に向けた地方行財政の取組について
４　平成28年度地方税制改正（案）について
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平成28年度地方財政対策等に関する研修会

１．目　　的
　　今日の厳しい財政状況の中、地方は地方創生に取り組みつつ、安定的に財政運営を行うことが求め
られている。

　　こうした状況の中で、平成28年度地方財政対策の概要及び市町が直面している地方財政の課題につ
いて理解を深めるため、本研修会を開催する。

２．日時及び会場

ブロック 実　施　日 時　　間 会　　場 備　　考

南　予 平成28年１月25日㈪ 10：00～12：00 宇和島市吉田公民館
大ホール 降雪のため中止

中　予 平成28年１月25日㈪ 15：00～17：00 にぎたつ会館₁Ｆ
芙蓉の間

東　予 平成28年１月26日㈫ 10：00～12：00 西条市役所₅Ｆ
大会議室	

３．対 象 者　　　各市町の地方財政担当部課長および担当者等

４．研修テーマ　　平成28年度地方財政対策の概要と地方財政の懸案事項について

５．講　　師　　　関西学院大学大学院経済学研究科・人間福祉学部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　　小　西　砂千夫（こにしさちお）先生

［主な経歴］
　総務省　地域実践活動に関する大学教員
　愛媛県　行革甲子園審査員、市町村合併検証の専門委員など

【小
こ

　西
にし

　砂
さ

千
ち

夫
お

 先生　プロフィール】
1960年、大阪市の生まれ
関西学院大学経済学部卒業、博士（経済学）、
現在、関西学院大学大学院経済学研究科・人間福祉学部教授
専門は財政学、地方財政論
◦過去に就任した公職
　総務省「地方財政の健全化及び地方債制度の見直しに関する研究会」座長、
　「定住自立圏構想研究会」座長代理、沖縄振興審議会委員等
◦主な著書に『地方財政改革の政治経済学』（有非閣、2007年）、『市場と向き合う地方債』（有斐
閣、編著、2011年）、『公会計改革の財政学』（日本評論社、2012年）、『政権交代と地方財政』（ミ
ネルヴァ書房、2012年）、『日本財政の現代史Ⅲ』（有斐閣、編著、2014年）、『日本の地方財政』
（神野直彦と共著、有斐閣、2014年）、『統治と自治の政治経済学』（関西学院大学出版会、2014
年）がある。
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町村会・議長会　定期総会順序
平成28年3月19日（土）　　於 「にぎたつ会館」・「メルパルク松山」

愛媛県町村会　第69回定期総会
にぎたつ会館　２階　楓の間

愛媛県町村議会議長会　第67回定期総会
にぎたつ会館　２階　楓の間

₁　開会のことば	 　〈15時00分～〉
₂　会長あいさつ　　　　愛媛県町村会長
₃　全国町村会長祝辞　　全国町村会長
₄　全国町村会自治功労者表彰伝達
₅　議　事
　⑴　平成27年会務報告
　⑵　平成28年度愛媛県町村会
　　　　　　　　事業計画
　⑶　平成28年度愛媛県町村会
　　　　　　　　会費の分賦方法
　⑷　平成28年度愛媛県町村会
　　　　　　　　一般会計予算
　⑸　平成28年度愛媛県町村会
　　　　　　　　特別会計予算

₆　閉　会	 　　〈15時50分〉

₁　開会のことば　	 〈15時00分～〉
₂　会長あいさつ　　愛媛県町村議会議長会会長
₃　全国町村議会議長会表彰伝達
₄　会議録署名人の指名
₅　議　事
　⑴　会務報告
　⑵　平成26年度愛媛県町村議会議員
　　　共済事業　特別会計　決算
　⑶　平成28年度愛媛県町村議会議員
　　　共済事業　特別会計　予算
　⑷　平成26年度愛媛県町村議会議長会
　　　　　　　　一般会計　決算
　⑸　平成28年度愛媛県町村議会議長会
　　　　　　　　会務運営方針及び事業計画
　⑹　平成28年度愛媛県町村議会議長会
　　　　　　　　会費の分賦方法
　⑺　平成28年度愛媛県町村議会議長会
　　　　　　　　一般会計　予算
6　閉会のことば	 〈15時50分〉

～メルパルク松山へ移動～

○　来賓祝辞　メルパルク松山　別館３階　ラフィーネＢ〈16時10分～16時40分〉
　₁　愛媛県知事
　₂　愛媛県議会議長
　₃　来賓紹介（愛媛県市町振興課長・全国町村会長）

【終了後、引き続き意見交換会を実施】

○　意見交換会　メルパルク松山　別館３階　ラフィーネＡ〈16時40分～18時40分〉
　₁　主催者あいさつ（愛媛県町村会長）
　₂　意見交換
　₃　閉会あいさつ（愛媛県町村議会議長会会長）

 

都
道
府
県
町
村
会

 　

正
副
会
長
交
流
会
開
く

　

全
国
町
村
会
は
、
1
月
28
日
全
国
町
村

会
館
で
「
都
道
府
県
町
村
会
正
副
会
長
交

流
会
」
を
開
催
し
た
。
本
会
か
ら
は
上
村

会
長
、
髙
野
副
会
長
及
び
事
務
局
長
が
出

席
し
た
。

　

会
議
は
、
藤
原
忠
彦
全
国
町
村
会
長
の

挨
拶
に
始
ま
り
、
来
賓
の
土
屋
間
正
忠
総

務
副
大
臣
、
飯
田
徳
昭
全
国
町
村
議
会
議

長
会
長
か
ら
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
後
、
表
彰
式
に
移
り
、
白
石
前
本

県
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
81
名
の
自
治
功

労
者
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

次
い
で
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
御
厨

貴
氏
か
ら
「
安
倍
政
権
の
ゆ
く
え
」
と
題

す
る
講
演
を
聴
講
。

　

最
後
に
都
道
府
県
町
村
会
の
正
副
会
長

等
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
盛
会
に
終
了

し
た
。
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第
２
回
定
例
会
を
開
催

県
町
村
議
長
会　

　

平
成
27
年
度
第
2
回
全
員
協
議
会
が
、

1
月
19
午
後
3
時
30
分
か
ら
「
県
自
治
会

館
会
議
室
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
原
会

長
、
山
下
副
会
長
、
松
田
監
事
、
髙
橋
久

万
高
原
町
議
長
、
岡
井
松
前
町
議
長
、
平

岡
砥
部
町
議
長
、
池
田
内
子
町
議
長
、
吉

谷
伊
方
町
議
長
及
び
板
尾
松
野
南
町
議
長

の
全
₉
町
議
長
が
出
席
し
た
。

　

会
議
は
、
次
項
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
。

₁　

開　

会

₂　

挨　

拶　
　

原
会
長

₃　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

　
　

次
の
と
お
り
指
名
し
た
。

　
　
　

岡
井
松
前
町
議
長

　
　
　

板
尾
松
野
町
議
長

₄　

報　

告

　

⑴　

行
事
関
係
に
つ
い
て

　

⑵　

請
願
・
意
見
書
等
に
関
す
る
定
例

報
告
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
説
明
が
あ
り
、
一

同
了
承
。

₅　

協　

議

　

⑴　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
決
算
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
内
容
説
明
が
あ
り

一
同
了
承
。
原
案
の
と
お
り
定
期
総

会
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

⑵　

平
成
28
年
度
会
務
運
営
方
針
及
び

事
業
計
画（
案
）に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
内
容
説
明
が
あ
り

一
同
了
承
。
原
案
の
と
お
り
定
期
総

会
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

⑶　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算（
案
）

に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら
、
①
会
費
の
分
賦
方
法

②
予
算
案
③
会
費
の
納
入
時
期
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
一
同
了
承
。
原
案

の
と
お
り
定
期
総
会
に
提
出
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

⑷　

平
成
28
年
度
共
済
事
業
特
別
会
計

予
算（
案
）に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
内
容
説
明
が
あ
り
、

一
同
了
承
。
原
案
の
と
お
り
定
期
総

会
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

⑸　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
伝
達

に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
内
容
説
明
が
あ
り
、

一
同
了
承
し
た
。

第
２
回
副
町
長
会
を
開
催

　

平
成
27
年
度
第
２
回
副
町
長
会
が
、
1

月
20
日
午
後
3
時
か
ら
「
県
自
治
会
館
」

で
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
、
県
下
8
町

の
副
町
長
と
松
野
町
総
務
課
長
。

　

会
議
は
ま
ず
、
宮
川
代
表
幹
事
（
上
島

町
副
町
長
）
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
に

協
議
に
入
り
、
次
の
と
お
り
議
事
が
進
め

ら
れ
た
。

　

⑴　

県
市
町
振
興
課
の
萩
原
課
長
か
ら

次
の
と
お
り
説
明
が
あ
っ
た
。

　

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
取
得
に
つ
い
て

　

・
人
事
評
価
制
度
の
導
入
及
び
退
職
管

理
の
適
正
の
確
保
に
つ
い
て

　

⑵　

各
町
か
ら
の
提
出
問
題
に
つ
い
て

　
　

①　

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
に

つ
い
て
（
松
前
町
）

　
　

②　

選
挙
啓
発
に
つ
い
て（
上
島
町
）

　
　

前
記
2
題
に
つ
い
て
、
各
町
間
の
現

状
と
対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

　

⑶　

愛
媛
県
町
村
会
か
ら
の
連
絡
事
項

に
つ
い
て

　

・
愛
媛
県
町
村
会
第
69
回
定
期
総
会
開

催
要
綱
（
案
）
に
つ
い
て

　

・
全
国
町
村
会
「
地
域
農
政
未
来
塾
」

に
つ
い
て

　

・
ア
イ
テ
ム
え
ひ
め
の
利
用
促
進
に
つ

い
て
（
愛
媛
県
産
業
政
策
課
）

　

・
町
立
保
育
所
に
お
け
る
土
曜
保
育
と

保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ

り
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑷　

次
期
開
催
地
に
つ
い
て

　
　
　

次
回
は
伊
方
町
で
開
催
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。

　

な
お
、
会
議
終
了
後
、
退
任
し
た
永
井

前
久
万
高
原
町
副
町
長
の
送
別
会
を
実
施

し
た
。

　

⑹　

第
67
回
定
期
総
会
の
開
催
要
領
に

つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、①
総
会
次
第
（
案
）

②
役
割
分
担
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
一
同
了
承
し
、
定
期
総
会
に
提

出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　

な
お
、昨
年
に
続
き
今
回
も
、議
事
終

了
後
に
県
町
村
会
と
合
同
で
式
典
（
来

賓
祝
辞
）
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

₆　

そ
の
他

　

①　

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
に

つ
い
て

　

②　

第
57
回
四
国
地
区
議
長
会
研
修
会

日
程
等（
案
）に
つ
い
て

　

③　

次
回
定
例
会
に
つ
い
て

　

④　

そ
の
他

　
　

順
次
、
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、

一
同
了
承
し
た
。
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全
国
監
査
委
員
協
議
会
定
期
総
会

監
査
機
能
の
強
化
と
事
務
局
体
制
の
整
備
を
！

　

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
の
「
第
25

回
定
期
総
会
」
が
、
1
月
15
日
、「
全
国
町

村
議
員
会
館
会
議
室
」
で
開
催
さ
れ
、
関

係
県
の
会
長
、
事
務
局
長
ら
約
60
人
が
出

席
。
本
県
か
ら
は
片
岡
会
長
（
内
子
町
代

表
監
査
委
員
）
及
び
事
務
局
長
が
出
席
し

た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
総
務
省
自
治
行
政
局

の
境
勉
行
政
課
長
か
ら
「
第
31
次
地
方
制

度
調
査
会
の
審
議
状
況
」
に
つ
い
て
、
講

演
が
あ
り
、
こ
れ
を
聴
講
。

　

続
い
て
総
会
が
開
催
さ
れ
、
飛
鳥
会
長

（
山
形
県
最
上
町
代
表
監
査
委
員
）の
あ
い

さ
つ
に
始
ま
り
、
米
口
理
事
（
北
海
道
当

別
町
）
を
議
長
に
選
出
し
、
左
記
の
と
お

り
進
め
ら
れ
た
。

日
程
第
1　

議
事
録
署
名
人
の
指
名

日
程
第
2　

報
告
第
1
号
会
務
報
告

　
　

会
長
か
ら
一
年
間
の
会
務
の
状
況
の

報
告
が
あ
っ
た
。

日
程
第
3　

承
認
第
1
号
「
平
成
26
年
決

算
」

　
　

事
務
局
か
ら
決
算
説
明
が
あ
り
、
異

議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

日
程
第
4　

議
案
第
1
号
「
平
成
28
年
度

事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
」
を
議
決

日
程
第
5　

議
案
第
2
号

「
監
査
機
能
の
強
化
に
関

す
る
要
望
」
を
原
案
の
と

お
り
決
定
。

日
程
第
6　

議
案
第
3
号

「
決
議
」を
原
案
の
と
お
り

決
定
。

日
程
第
7　

協
議
第
1
号

「
実
行
運
動
方
法
」を
決
定
。

　

な
お
、
総
会
前
日
の
14
日

に
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
、
事

務
局
長
が
出
席
。
総
会
提
出

案
件
の
事
前
協
議
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
幹
事
会
終
了
後
に

会
長
・
事
務
局
長
意
見
交
換

会
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

決　　　議

　われわれ町村監査委員は、厳しい町村財政の中、行政に対
する住民の信頼を確保し、透明性のあるものとしていくた
め、日々研鑚を積み努力を重ねている。
　しかしながら、町村における監査体制は、その課せられた
義務と責任を十分に果たすには厳しい現状にある。
　このため、研修、事務局体制の充実強化をはじめ、監査活
動費の確保等監査機能の充実強化が緊急の課題である。
　本日、ここに「全国町村監査委員協議会第25回定期総会」
を開催し、町村監査委員相互の緊密な連携のもと、決意を新
たに、下記事項の早期実現に向け、組織を挙げて邁進するこ
とを表明する。

記
₁　監査機能の充実と監査体制を強化するため、監査事務局
体制を整備する。
₂　監査の充実を期するため、必要な監査活動費を確保し、
監査委員の職務にふさわしい報酬とする。
₃　全国の町村監査委員の声を結集するため、未加入団体の
全国協議会への早期加入を促進する。
　　以上、決議する。
　　　平成28年１月15日
	 全国町村監査委員協議会 第25回定期総会　

監査機能の強化に関する要望

　すべての地方公共団体が自ら責任ある監査を実施するため、
監査の独立性・専門性をさらに強化する必要がある。よって、下
記事項の実現を強く要望する。

記
₁　監査委員事務局の強化
　　監査体制を充実強化するため、監査委員事務局を必置制と
し、事務局体制を整備すること。	

₂　監査委員の独立性の確保
　　監査の独立性を図るため、監査委員は議会において選任で
きるようにすること。

₃　町村の実情に応じた監査制度の検討
　　監査制度の見直しにあたっては、町村の実情を踏まえた実
効性のある制度となるよう、検討すること。

　　　平成28年１月15日
	 全国町村監査委員協議会 第25回定期総会　

第25回定期総会日程

日　時　平成28年１月15日（金）
　　　　　午前10時開会
場　所　全国町村議員会館　₂階会議室

〔議　事〕　日程第₁　議事録署名人の指名
　　　　　日程第₂　報告第１号　会務報告
　　　　　日程第₃　承認第１号　平成26年度決算
　　　　　日程第₄　議案第１号　
　　　　　　　　　　　平成28年度事業計画及び収支予算
　　　　　日程第₅　議案第₂号　
　　　　　　　　　　　監査機能の強化に関する要望
　　　　　日程第₆　議案第₃号　決議
　　　　　日程第₇　協議第１号　実行運動方法（案）
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人
道
も
異
常
に
？

　

年
始
は
、
久
々
に
好
天
に
恵
ま
れ
暖
か

く
、
し
か
も
大
し
た
事
件
も
起
ら
ず
、
静

か
に
時
を
刻
み
始
め
た
。
だ
が
新
年
も
社

会
の
動
き
は
、
長
く
“
穏
や
か
”
と
は
い

か
な
い
。
良
し
悪
し
と
云
う
よ
り
は
、
一

月
も
暗
澹
た
る
様
相
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。

　

自
然
か
ら
の
お
年
玉
は
、
情
緒
ど
こ
ろ

か
乱
暴
な
も
の
で
あ
っ
た
。
北
海
道
か
ら

沖
縄
ま
で
日
本
列
島
を
ス
ッ
ポ
リ
包
み
込

ん
だ
大
寒
気
、
九
州
地
方
も
記
録
破
り
の

積
雪
。さ
ら
に
暴
風
雪
は
、一
変
に
国
内
の

空
・
陸
・
海
の
全
交
通
機
関
を
麻
痺
さ
せ

た
。
近
年
の
異
常
気
象
は
、
皆
が
既
に
承

知
済
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
純

白
の
積
雪
は
年
の
は
じ
め
の
洗
礼
と
云
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
ど
う
か
申
年
が
、

単
な
る
騒
が
し
い
だ
け
で
終
わ
れ
ば
い
い

が
、
気
候
大
動
乱
の
年
に
な
ら
な
い
よ
う

願
い
た
い
も
の
だ
。

　

一
方
、海
外
紛
争
地
域
は
、新
年
を
謹
ん

で
迎
え
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
一
層
、
深

刻
さ
を
増
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
で

あ
る
。
特
に
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
厳
し
い
生

活
環
境
、
ま
た
国
を
捨
て
異
国
へ
命
懸
け

の
難
民
移
動
、
多
く
の
人
が
携
帯
を
離
さ

ず
情
報
を
掴
み
な
が
ら
長
距
離
を
歩
く
姿
。

同
じ
人
間
と
し
て
、
遠
く
の
傍
観
か
ら
何

を
す
べ
き
か
…
。

　

松
の
内
で
正
月
気
分
の
抜
け
切
ら
な
い

₆
日
に
は
、隣
国
で
水
爆
実
験
？
の
報
。世

界
で
唯
一
の
原
爆
被
災
国
と
し
て
、
言
い

よ
う
の
な
い
憤
り
の
一
言
。
拉
致
被
害
者

の
未
解
決
と
共
に
“
人
”
と
し
て
の
道
を

誰
に
ぶ
つ
け
れ
ば
良
い
の
か
、
各
国
際
人

と
し
て
現
状
を
深
く
理
解
・
認
識
し
、“
一

丸
”
と
な
っ
て
対
応
す
る
し
か
今
守
る
べ

き
道
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
…
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
を
４
年
後
に
ひ
か
え
、
ま
た
現
在
、

観
光
立
国
と
し
て
着
実
に
伸
展
し
つ
つ
あ

る
日
本
。
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
バ
ス
事
故
は
残

念
。
将
来
あ
る
若
者
が
多
数
死
傷
さ
れ
た

こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
。
関
係
者
に
と
り
バ

ス
の
役
割
と
と
も
に
走
行
環
境
状
態
は
、

事
前
に
把
握
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
国
内
で

起
っ
た
。
安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
で
は
終
わ

れ
な
い
。
生
命
の
尊
さ
は
測
れ
な
い
事
の

重
大
さ
を
誰
が
な
い
が
し
ろ
に
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
事
後
の
今
、
誰
が
元
に
戻
し

て
く
れ
る
の
か
…
。

　

廃
棄
物
処
理
物
が
、
食
用
と
し
て
出
ま

わ
り
販
売
さ
れ
る
事
案
な
ど
は
、
人
と
し

て
有
る
ま
じ
き
事
で
あ
る
。
全
て
に
お
い

て
そ
れ
な
り
の
決
ま
り
事
が
あ
っ
て
も
、

携
わ
る
者
が
駄
目
、
獲
る
人
が
い
な
け
れ

ば
、
安
心
も
た
だ
の
紙
切
れ
で
あ
る
。

　

日
本
人
も
他
国
と
同
様
に
、“
人
の
道
”

離
れ
へ
、
気
候
と
と
も
に
異
常
に
な
り
つ

つ
あ
る
の
か
…
。

　

た
だ
太
陽
系
の
第
９
惑
星
は
、
新
年
に

相
応
し
い
大
き
い
期
待
の
星
で
あ
る
。

�

　
　
　
（
Ｔ
）

 

「
な
さ
れ
る
な
ら
ば
過
激
に
失
し
、

　

そ
れ
自
体
ま
た
改
革
を
必
要
と
す
る
」

�

　
（
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ　

英
国
の
詩
人
）

一

筆

1
月
の
会
と
催
し

▽
4
日
＝
2
0
1
6
年
年
賀
交
歓
会

▽
8
日
＝
県
人
権
対
策
協
議
会
2
0
1
6

年
年
賀
交
歓
会

▽
12
日
＝
上
村
会
長
全
国
町
村
会
就
任
挨

拶
、「
地
方
議
会
運
営
の
実
務
検
討
委
員

会
」
懇
親
会

▽
13
日
＝
「
地
方
議
会
運
営
の
実
務
検
討

委
員
会
」、（
一
財
）
市
町
村
議
会
議
員

公
務
災
害
補
償
等
組
合
連
合
会
連
絡
会

議
▽
14
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
連
絡
調

整
会
議
、
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会

幹
事
会
、
同
会
長
・
事
務
局
長
懇
談
会

▽
15
日
＝
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
第

25
回
定
期
総
会
、
ジ
ェ
ト
ロ
愛
媛
来
局

▽
19
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
平
成

27
年
度
第
2
回
全
員
協
議
会

▽
20
日
＝
平
成
27
年
度
第
2
回
副
町
長
会

▽
25
日
＝
平
成
28
年
度
地
方
財
政
対
策
研

修
会
（
中
予
）

▽
25
日
＝
平
成
28
年
度
地
方
財
政
対
策
研

修
会（
東
予
）、
日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県

支
部
平
成
27
年
度
第
2
回
評
議
員
会

▽
28
日
＝
内
外
情
勢
調
査
会
松
山
支
部
懇

談
会
、
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
行
政

委
員
会
、
全
国
町
村
会
理
事
会
・
都
道

府
県
町
村
会
長
会
、
全
国
町
村
職
員
生

活
協
同
組
合
総
代
会
、
都
道
府
県
町
村

会
正
副
会
長
交
流
会
、
平
成
27
年
度
議

長
研
修
会
（
国
際
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
研

修
受
講
）（
29
日
ま
で
）

▽
29
日
＝
聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
看
護
学
科
の

設
置
に
関
す
る
要
望
、
全
国
山
村
振
興

連
盟
支
部
事
務
局
長
会
議

編
集
後
記

　

白
石
会
長
が
昨
年
12
月
10
日
に
、
松
前

町
長
の
任
期
満
了
で
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。

　

振
り
返
れ
ば
、
市
町
村
合
併
を
挟
み
今

日
ま
で
10
年
余
の
期
間
に
わ
た
り
、
地
方

自
治
の
発
展
と
本
会
の
運
営
に
献
身
さ
れ

ま
し
た
。
長
い
間
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

一
線
は
引
か
れ
ま
し
た
が
、
今
後
も
温
か

い
叱
咤
激
励
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。◇

　

昨
年
は
、関
東
・
東
北
地
方
を
襲
っ
た
大

水
害
や
阿
蘇
山
の
噴
火
な
ど
、
大
規
模
な

自
然
災
害
が
突
如
、
発
生
し
、
日
本
各
地

で
甚
大
な
被
害
が
出
て
お
り
ま
す
。
こ
う

し
た
大
災
害
は
、
い
つ
我
々
の
身
に
ふ
り

か
か
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
な

ぜ
か
人
々
は
、
自
分
の
と
こ
ろ
だ
け
は
大

丈
夫
だ
と
思
い
が
ち
で
す
。

　
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」

　

自
然
災
害
を
防
ぐ
こ
と
は
不
可
能
で
す

が
、
大
切
な
命
を
守
り
、
被
害
を
少
な
く

す
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と

を
、
私
た
ち
は
、
日
頃
か
ら
住
民
と
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
考
え
、
備
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
転

ば
ぬ
先
の
杖
で
す
。◇

　

中
年
と
呼
ば
れ
は
じ
め
て
何
年
が
経
っ

た
こ
と
か
。
人
生
も
黄
昏
に
さ
し
か
か
り
、

こ
れ
ま
で
何
を
や
っ
て
き
た
ん
だ
ろ
う
と

年
の
初
め
に
我
が
身
を
振
り
返
っ
て
み
ま

し
た
。

　

す
る
と
、
不
思
議
な
こ
と
に
大
人
に

な
っ
て
か
ら
の
こ
と
よ
り
、
少
年
の
頃
の

こ
と
ば
か
り
を
思
い
出
さ
れ
る
の
で
す
。

　

い
え
、「
お
っ
」と
耳
を
傾
け
た
く
な
る

よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
ん
で
す
。

　

こ
っ
そ
り
親
や
先
生
に
隠
れ
て
し
で
か

し
た
耳
を
背
け
た
る
よ
う
な
こ
と
ば
か
り
。

で
も
楽
し
か
っ
た
な
ぁ
。

　

そ
う
い
や
ぁ
今
年
は
、
中
学
時
代
の
同

窓
会
が
開
か
れ
る
年
か
。
遠
く
な
っ
た
思

い
出
や
変
わ
り
果
て
た
姿
を
肴
に
酌
み
交

わ
し
て
み
る
か
。
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